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（図２、３）。 
	
 風戸教授のように「居酒屋に行くと、最初の１杯目はビールで始めたい。しかし２杯目

は他の好きな飲み物を飲みたい！」と言った声が聞こえてきたので最初の１杯目は好きで

ビールを飲みたいが、２杯目は他の好きな飲み物を飲みたいという人々はどのくらいいる

かを２０人（男性１０人、女性１０人）の方に伺った。すると、男性では３人、女性では

５人、合計 40%の方が最初の１杯目だけはビールを飲みたいと答えた(表５)。 
 
第４章	
 考察 
 
居酒屋での調査とお客さんへの聞き取り調査からは、５人以上のグループになると１杯

目は乾杯をスムーズに行う為にビールを飲む傾向に、４人以下のグループになると１杯目

から自分の好きな飲み物を頼む傾向にあることがわかった。また何人かの人に直接聞いて

みると「自分の好きな物を１杯目から頼むと飲み物に来るまでに時間がかかる。」(女性会社
員、２４歳)、「やはり、最初の１杯目はビールという流れがある。」(男性会社員、３２歳)
といった声があった。実際に１杯目に何を飲んでいるか聞かせてもらった方には年齢を聞

かせてもらったが他の方は外見から年齢を判断できない場合、忙しい時にはそこまでしっ

かりと調べることができないといった事があった。 
今回の調査との比較材料としてインターネットで他の調査資料を見つけた。ITmedia Inc.

社のアンケートによれば「飲み会で 1 杯目の飲み物を注文する際、そのとき自分が一番飲
みたいものを注文することが多いか全員に聞いてみると、『いつも一番飲みたいもの』とし

た人は 56.5％。『一番飲みたいものとは限らない』が 36.2％、『いつも一番飲みたいもので
はない』が 7.3％、合わせると『一番飲みたいものではない』とした人は 43.5％にのぼり、
年代が上がるほど割合が高くなる傾向がみられた(表 6)。 (ITmedia Inc. 2010)。」この結果
から、過半数の人が 1杯目に「いつも一番飲みたいもの」を注文しているといえる。また、
私の調査から 1 杯目だけはビールを飲みたい方が 40%いた。ただし、ここで注目したいの
は、ITmedia Inc.社のアンケートで 43.5％もの人が自分の飲みたいものではないものを１
杯目に飲んでいるという事実である。 
 
では、なぜ「最初はビール」という流れが生まれたのかについて調べてみると面白い記

事を見つけた。RECRUIT社の調査によればビールは昭和 30～40年代の高度経済成長と共
に大衆に広がったもので、当初は日本酒を冷で飲む習慣が無く、熱燗を頼むと時間がかか

り大勢で乾杯をしたい時はてっとり早いビールが頼まれるようになったという。また何も

食べていない状態でアルコール度数の高いものを飲むと内臓への負担が大きいが、日本の

ビールは度数４～５％であり、ビールの炭酸が意を刺激し食欲が増すとの事であった

[RECRUIT 2009]。このようにただビールを頼むと乾杯がスムーズに行くという私の予想だ
けではなく、食欲を刺激する、といった事もあるようだ。 
また日本ではなく海外では最初にどのような飲み物を注文するのかを 12 人のイギリス、

ドイツ、ブラジル在住の外国人に私が聞き取りをした。12人の内の 10人がビールと回答し
た。なぜビールを最初に飲むかという質問を過去に日本に３年間住んでいた経験のあるイ
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ギリス人にしたところ「日本の居酒屋と違って海外では飲み物を注文する時に、カウンタ

ーに行き自分の飲み物を買い、それから自分の飲み物をテーブルに持っていく形式だから

最初から自分の好きな飲み物を飲むよ。それに自分の好きな飲み物を我慢して、最初の１

杯目は周りのみんなに合わせて飲むなんて考えはないからね。」との事だった。これは日本

人が最初に乾杯をスムーズに行う為にビールを飲むと言った理由とは違った理由であった。

また海外のパブでは日本の 1、2種類しかビールのない居酒屋と違いビールの種類が豊富で、
もし自分の好きなビールが無ければウォッカやモヒートを飲むという回答もあった。 
	
 そこで、ビールという１つの飲み物ではなく、お酒というくくりで考えた時に、１番好

きなお酒は何か調べた。株式会社マイナビの調査によると「第 1位ビール 299人(57.4％)、
第 2位カクテル 195人(37.4％)、第 3位ワイン 190人(36.5％)、第 4位日本酒 164人(31.5％)、
第 5位酎ハイ 159人(30.5％)」という事だった[株式会社マイナビ	
 2013]。今回の私の調査
では大人数のグループでは１杯目には、乾杯をスムーズに行う為にビールを頼み、２杯目

でビール以外の飲み物を頼む人が多かった。この事から２杯目に自分の好きなものを飲ん

でいると予想して株式会社マイナビの調査と比較した。すると私の５人以上のグループに

おける調査結果とは違いビールより他の飲み物が多く頼まれている。先にも述べた通り、

大人数のグループでは２杯目に自分の好きなものを飲んでいるという予想を４人以下のグ

ループにも当てはめて考えると１杯目にビールを頼んだ 68 人のうち 55 人（80.0％）の人
が２杯目にもビールを頼んでおり、ビールが 1 番飲みたいものであると考えることができ
る。しかし DIMEアンケートの調査によれば、現代の 20代の若者のビール離れがみられる
との調査結果があるので今回の調査結果のずれは調査したお客さんは 30代以上の方が多く
目立った為に生じた違いであると考える[DIMEアンケート	
 2013]。 

 
第５章	
 結論 
	
 居酒屋で最初の１杯目に何を飲んでいるかを私の働いている居酒屋で調査をおこなっ

た。今回の調査では私の働いている間に調査を行い、他のバイト仲間に協力してもらい調

査を行った。そのためあやふやになった所もあったが、その場合は調査結果に含めずまた

新たに調査をした。４人以下のグループと５人以上のグループに分けて、それぞれ２００

以上のデータを取るのに９日間かかった。 
結果として 5 人以上の「大人数」の飲み会の場合、１杯目は約半分以上の人が自分の飲

みたいものを飲んでいなかった。１杯目は、５人以上のグループで飲む場合は、乾杯の事

を考えてビールを頼む傾向が高くなるが、４人以下のグループでは自分の飲みたいものを

飲む傾向にあることが分かった。つまり人数によって自分の飲みたい飲み物を注文するか

どうかに変化が表れることが分かった。その理由として、他の飲み物を頼むと全員分の飲

み物がそろうまでに時間がかかるというお客さんの意見が聞こえてきた。次回の調査では

今回の調査を生かし自分が働いている時ではなく何もない日に調査できると良いと感じた。 
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図１	
 居酒屋周辺地図 

 

図２	
 １杯目の飲み物（５人以上のグループ）男性・女性 
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図３ １杯目の飲み物（４人以下のグループ）男性・女性 

	
  
図４	
 店内風景	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 図５	
 外観 
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表５	
 最初はビールを飲みたいが２杯目は他の好きなものを飲みたい。 

 

 
表６	
 あなたは１杯目に注文する飲み物は何が多いですか？ 

 
出典：ITmedia Inc. 2010 
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図６	
 店内地図 
 
 


